「明るい 文学」 について 
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きる より 外に、 生き方 はない のかね。 「人生の 幸福」 

と は、 やっぱり 「死」 を 指す の だら うかね。 

乙 —— 苦悶 を 苦悶と して 受け入れ、 その 苦悶 を 味ひ尽 

す ことによって 希望への 第一歩 を 踏み出す の だ。 そ 

ァ J に 人間的 努力 を 意義 づ ける 生活の 価値が あるの だ。 

苦悶な き 人間、 苦悶 を 回避し 又は 苦悶と 戦 ひ 得ない 

人間 は、 人類の 屑 だ。 文学 は、 さう いふ 人間の 為め 

に 在る ので はない。 

甲 —— なるほど、 君 は それでも、 文学の 初歩 だけ は修 

めて ゐ るら しいね。 僕 は それから 後の 話 をして ゐる 

の だ。 処でど うだらう。 君 は 楽天主義者ら しいから、 



或る 「苦しみ」 を 「苦しみ」 として 享け容 れてゐ る 

ね。 一 部の 人間 は、 その 「苦しみ」 を 「苦しみ」 と 

して 享け 容れる ことが 正しい かどう か を 疑って ゐる 

んだ。 君達が 「楽しい」 と 云って ゐる こと を 「楽し 

い」 と 云 はなければ ならない 理屈 はない と 思って ゐ 

るの だ。 自分が 「苦しい」 と 思 ふとき、 「楽しい」 と 

思 ふ 時、 「おやおや、 おれ はほんと に 苦しんで ゐ るの 

か 知ら、 ほんとうに 楽しんで ゐる のか 知ら」 さう 自 

分 自身に 訊ねて 見る 人間がない とも 限らない ではな 
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乙 —— さう いふ 人間 は 病人 だ。 



甲 —— 君 は、 余計な こと を 知りた がるね。 そこまで は 

まだ 文学 ぢ やない よ。 今 は、 文学の 話 をして ゐ るの 

だ。 い、 か。 世の中に は、 さう いふ 人間 も あると 云 

つた ゾ けだ。 明るい 文学が、 必ずしも さう いふ 人間 

の 手から 生れる と は 限って ゐ ない。 また、 さう いふ 

人間が、 必ずしも、 明るい 文学に 向 ふと も 限って は 

ゐ ない。 おれ はた V、 明るい 文学で あれば、 どうい 

ふ 文学で も かま はない と 云って ゐ るので はない。 例 

へば 「人生 は 楽しい もの だ」 と 云って 浮かれ 歩く 手 

合に、 それほど 同感 はして ゐ ない。 「人生 を 楽しい 

ものにしよう」 と、 徒らに 人生の 「楽し さ」 を 誇張 



し、 「苦しみ」 を 覆 ひ 匿す 仲間に も はいりたくない。 

まして、 人生、 「苦しみ」 の 中に こそ 「楽し さ」 が あ 

るな ど、 好い加減な 当て推量 をして お茶 を 濁す こと 

はでき ない。 

乙 —— お前の いふ やうな 「人生の 観 方」 から 明るい 文 

学が 生れる 箬 はない。 

甲 —— 「明るさ」 は 「楽し さ」 の 中に のみ あるので は 

ない。 さう いふ 「明るさ」 なら 別に 欲しくない。 

乙 —— 「苦しみ」 の 中に も あると 云 ふの か。 

甲 —— 「苦しみ」 の 中にはない。 「苦しみ」 の 外に ある _ 

先に あると 云っても い、。 



も、 また 如何に 「楽しく」 「明るく」 思 はれても、 た -X 

それ を、 その ま、 描く ことが 文学の 「総て」 だと は 

思 はない。 

乙 —— わかりき つたこ とぢ やな い か。 

甲 —— これ は 参った。 だから さ、 おれが 求めて ゐ るの 

は 「人生の 明るさ」 ではない。 飽くまで も 「明るい 

文学」 なんだ。 その 「明るさ」 は、 君た ちの 云 ふ 人 

生の 何処に もな くって い、。 た > 作品の 中に あれば 

い、 んだ。 

乙 —— だから それ は 「虚偽の 文学」 だと 云 ふんだ。 真 

面目に 人生に 対して ゐ ない 文学 だと 云 ふんだ。 「ほ 



ん とうに」 生きよう とする もの は、 そんな 文学に 用 

はない。 

甲 II 用が 無い と 云 はれ ゝば 仕方がな いさ。 おれ は、 

君達の 為め に 文学 を やって ゐ るので はない と 云 ふま 

でさ。 だが、 最後に 断って 置く が、 ほんとう だか ど 

うだかわ からない こと を 「ほんとう だ」 と 云 ふ 方が、 

おれに は出鳕 目の やうに 思 はれる。 真面目に 人生に 

対して ゐ るか ゐ ないか、 それ は 真面目と いふ 言葉の 

意味から 決めて かゝら なければ ならない が、 おれた 

ちに は、 人生と 睨めつ くらが できない だけの 話さ。 

おれたち は、 文学の 中に 人生 そのものよりも、 人生 
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